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研究成果の概要（和文）：パノラマエックス線写真上で下顎骨皮質骨が正常の被験者に対し、中等度および高度粗鬆化
の皮質骨を有する被験者が骨粗鬆症診断を受けるリスクは各々1.4 倍および 2.6 倍であった。一方で、両被験者で骨
折を有するリスクは増加しなかった。
同様にパノラマエックス線写真上で総頸動脈石灰化が見られない被験者に対して、見られる被験者が骨粗鬆症診断を受
けるリスクは1.8倍 であったが、骨折のリスクは増加しなかった。以上のことから、パノラマエックス線写真上の下顎
骨下縁皮質骨指標および総頸動脈石灰化所見は、骨粗鬆症と診断される40歳以上男女を予測することはできるが、骨折
は予測できない可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：One thousand twenty-one subjects aged 40 to 89 years old, participated in this 
study. Eighty-eight patients received a diagnosis of osteoporosis, and 55 were diagnosed with 
osteoporotic fractures. We classified the shape of the mandibular cortex on panoramic radiographs as 
normal, moderately eroded, or severely eroded. Also we determined the presence of carotid artery 
calcification (CAC) on panoramic radiographs. The odds ratios for an osteoporosis diagnosis associated 
with moderately eroded and severely eroded mandibular cortices were 1.4 (95% CI, 0.8 to 2.6) and 2.6 (95% 
CI, 1.4 to 5.0), respectively. That associated with the presence of CAC was 1.8 (95% CI, 1.0 to 3.2). 
However, the odds ratios for an osteoporotic fracture associated with eroded cortices and CAC did not 
become higher (not significant).
Subjects in Japan with eroded mandibular cortices and CAC tended to be at increased risk for osteoporosis 
diagnoses but not for fractures.

研究分野：歯科放射線学
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１．研究開始当初の背景 
現在日本では骨粗鬆症の患者数は人口の
１割超（約 1300 万人）を占め、寝たきり原
因の第３位は骨粗鬆症性骨折によるもので
ある。骨折患者のうち、椎体骨折者の 2/3 は
症状がなく次の骨折を起こし死亡率も高く
なるため、早期の介入が必要である。特に椎
体や大腿骨骨折後の５年生存率は約 60％と
言われており早期に骨折前の骨粗鬆症患者
を見つけることが急務であるが、現状の日本
では、骨粗鬆症の検診率は 4.6％と低く、新
しいスクリーニング法が必要とされている。 
 
２．研究の目的 
（１）我々はこれまで、歯科医院で歯科治療
のために撮影されるパノラマエックス線写
真上の下顎骨下縁皮質骨の形態分類（正常、
軽度～中等度粗鬆化、高度粗鬆化）が、腰椎
や大腿骨、あるいは前腕骨の骨密度と関連を
有することを報告してきた。ただしこれは単
に骨密度との関連を報告してきたに過ぎず、
実臨床の場で骨粗鬆症と診断されるリスク
あるいは実際の骨折のリスクとの関連を報
告したものではなかった。そのため本研究で
は、パノラマエックス線写真の下顎骨下縁皮
質骨形態指標と実臨床の場で骨粗鬆症と診
断されるリスクおよび実際の骨折のリスク
との関連を評価することを目的とした。 
 
（２）1990 年初頭より報告されている疫学
研究から、動脈硬化と骨粗鬆症が関連するこ
とが示唆されてきた。我々も 2004 年に、動
脈硬化の起点である血管内皮機能障害と骨
粗鬆症が関連することを報告した。この観点
から、パノラマエックス線写真上で見つけら
れる総頸動脈の石灰化所見（動脈硬化所見）
が骨粗鬆症のリスクと関連する可能性を考
えた。本研究では、上記のパノラマエックス
線写真の下顎骨下縁皮質骨形態指標に加え
て、パノラマエックス線写真上で見つけられ
る総頸動脈の石灰化所見と実臨床の場で骨
粗鬆症と診断されるリスクおよび実際の骨
折のリスクとの関連を評価することをも目
的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）対象は松本歯科大学病院を 2007～2013
年までに受診し、歯科治療のためにパノラマ
エックス線写真を撮影した 40 歳以上の男女
患者 2186 名とした。各患者に対してまず研
究参加への意思を確認するため説明を行い、
書面にてインフォームドコンセントが得ら
れた 1021 名（男性 371 名、女性 650 名）を
研究の対象とした。研究は、松本歯科大学倫
理委員会の承認を得た後に行われた（承認番
号 0152 号、2012 年 4月 1日承認）。 
 
（２）本研究対象者に対して、骨粗鬆症診断
歴の有無と骨粗鬆症性骨折の既往について
質問表とカルテにて調査を行った。また骨粗

鬆症に関連する各種病変（リウマチ、糖尿病
など）や生活習慣（喫煙、アルコール、食事
など）および骨粗鬆症治療薬やそれ以外の薬
剤の服用状況についても質問表にて調査を
行った。 
 
（３）パノラマエックス線写真上の下顎骨下
縁皮質骨指標および総頸動脈石灰化所見に
ついては、経験年数 23 年の歯科放射線専門
医が評価を行った。これら所見と実臨床の場
で骨粗鬆症と診断されるリスクおよび実際
の骨折のリスクとの関連の評価には寄与因
子を補正した二項 logistic解析を用いた。 
 
４．研究成果 
（１）骨粗鬆症に関連する各種寄与因子を補
正した後、パノラマエックス線写真上で下顎
骨皮質骨が正常である被験者に対して、軽度
～中等度粗鬆化および高度粗鬆化の皮質骨
を有する被験者が骨粗鬆症診断を受けるオ
ッズ比は各々、1.4 (95% 信頼区間[CI], 0.8 
～2.6) および 2.6 (95% CI, 1.4～5.0)であ
り、実臨床の場で骨粗鬆症診断を受けるリス
クが高くなることが示された。一方で、骨折
を有するオッズ比は各々、0.8 (95% CI, 0.4
～1.7) および 1.1 (95% CI, 0.5～2.5)であ
り、骨折発生のリスクを評価することはでき
ないことが示された。 
 
（２）骨粗鬆症に関連する各種寄与因子を補
正した後、パノラマエックス線写真上で総頸
動脈石灰化が見られない被験者に対して、総
頸動脈石灰化が見られる被験者が骨粗鬆症
診断を受けるオッズ比は 1.8 (95% 信頼区間
[CI], 1.0～3.2)であり、実臨床の場で骨粗
鬆症診断を受けるリスクが高くなることが
示された。一方で、骨折を有するオッズ比は
0.8 (95% CI, 0.3～1.8)であり、骨折発生の
リスクを評価することはできないことが示
された。以上のことから、パノラマエックス
線写真上の下顎骨下縁皮質骨の形態分類お
よび総頸動脈石灰化所見は、実臨床の場で骨
粗鬆症と診断される 40 歳以上男女を予測す
ることはできるが、骨折を予測することはで
きない可能性が示唆された。 
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